
 理事会報告書                                       

１．概要 

 第 6 回 理事会  

日 時 平成 31 年 11 月 8 日 19：15～22：30 

場 所 東町事務所 

出席者 

理事：大山盛樹、井手伸二、小泉徹児、山下潤一郎、小無田彰仁、永木照彦、浦川純二、 

重松康志、大石勝規、志岐浩二、小柳 傑、笹原順哉、飯野朋彦、田中拓郎 

監事：平野英三 

書記：大月雅之 狩浦圭介 

事務局：坂井孝行、長谷川隆史 

学会：柿田京子、佐藤哲也、金子創一、宮内利喜 

その他：石丸将久(選挙管理委員会委員長)、近藤康隆(臨床実習班班長) 

２．理事会議題と決定事項 

（１）審議事項 
 １）①クエスタント更新、②レンタルサーバー更新について 
  クエスタントの更新日付が 11 月 22 日となっており、更新したい。レンタルサーバーについて、プラト

ンコミュニケーションズを介してヘテムルと契約しており、契約料もプラトンコミュニケーションズを
介している。今回、先方も合意の上、直接ヘテムルと契約を考えており、契約満了日の 12 月末までにソ
フトエージェンシー谷口氏と事務局野原氏と検討の上、再契約という形を取りたい。審議の結果、提案
通り可決された。 

２）推進リーダー制度の会員の申請状況について（令和元年 11月 4日までの申請分） 
e-ラーニング免除、士会指定事業とも 2 名。審議の結果、提案通り可決された。 

３）「ながさき元気フェスタ」補正予算について 
   11 月 16、17 日開催される標記に際し、当初事業予算 150,000 円だったが、介護予防キャンペーンや長

崎市健康フェスティバルが中止になり、予算が使えなかった分で必要になる備品(握力計、立ち幅跳び用
マット、練習用腰掛)を購入してはどうかという案が出た。これについて、余った事業予算を別の事業に
充てることはせず、余ったら返す、足りなかったら補正予算を上げるのが本来の形。必要な物品を別個
予算立て、県士会の備品として購入することを一連の流れとして審議となった。審議の結果、提案通り
可決された。 

４）新入会員承認について 
入会 1 名、休会 1 名、退会 3 名、復会 1 名。審議の結果、提案通り可決された。 

５）令和元年度第 1 回「厚生労働省指定 臨床実習指導者都道府県講習会」について 
11 月 3、4 日に長崎医療技術専門学校にて開催。(資料参照)受講者数は 97 名。収支について、予算は 2
回分で 414,000 円、寄付として 25,000 円、受講料が 97,000 円で収入が 536,000 円。支出について、消
耗品、会議費が予想以上にかかり、第 1 回の支出が 441,257 円。残金が 94,743 円。講義担当や進行役と
世話人は分けること、事務担当者の充足、会場校へ協力依頼文の発行が今後の課題。今後、協会に終了
報告書を提出し、来年度計画の立案と本県のマニュアルを検討。また予算が不足するため補正予算を提
出する。今年度、養成校の先生には講師料を出していないが、負担が大きいため来年度以降は出す方向
とする。約 30 万円の補正予算を付けることとする。審議の結果、提案通り可決された。 

６）日本理学療法士協会 2019 年度選挙管理運営委員会出席報告および県士会次期役員選挙に関する報告に
ついて 

     来年 1 月に役員選挙を予定。告示が 1 月 13 日、20 日から 31 日までが立候補受付期間。2 月 3 日から 11
日が選挙期間。2 月 17 日投票開始し 28 日に投票終了、3 月 2 日開票。役員定数の決定を理事会でするこ
とになっており、理事は規約で 8 名以上 15 名以内。前回は定数 15 名、監事は規約で 3 名以内となって
おり、定数 3 名。今回の選挙も定数は同じとする。審議の結果、提案通り可決された。 
また、9 月 28 日開催の選挙管理運営委員会にて、来年の代議員選挙について周知を依頼された。代議員
が不足となった場合は県士会に連絡が来る。再来年以降の役員選挙をする場合、協会のマイページを使
って県士会の役員選挙ができるシステムになるとのこと。今後検討していく。 

（２）報告事項 
１）第 31 回長崎県理学療法学術大会進捗状況の報告について 

日時は令和 2 年 2 月 15 日、16 日、シーハット大村にて開催。(資料参照)テーマは「to connect～理学療
法がつなぐ可能性～」。養成校 4 校にも公文書を出した。口述発表は 74 演題。アナウンスは大村の広
報「マンボウ」を予定。情報交換会は長崎インターナショナルホテルを予定。予算は 170 万円。会場費
等未定。当日 50 名のスタッフを予定。演題は現在査読中。開会式レイアウトについて、看護協会を
OT、ST の上に変更。閉会式は資料の通り検討。表彰は 5 つを予定。2020 年は九州学会があるので、県
学会を中止して研修大会の開催を計画中。そのため次大会アナウンスに代わり、九州学会のアナウンス
を行う方向とする。また、学会に合わせて協会旗をパネルに作り直すこととする。当日は理事会と専門
領域部の集まりを開く方向で調整する。 



２）長崎県理学療法士協会 上半期事業報告について 

7 月 1 日から 10 月末までの分をまとめている。ほとんどの部局から期日内の提出があった。案内から締
め切りまでが 2 週間程度と短かったこと、班長まで案内が行かなかったことが反省点。未提出となって
いる庶務部厚生班からは提出が確認できたので資料訂正を。 

３）広報誌 ぴーかんてらす 第 10 号について 
      例年通り発刊。次回 11 号を 3 月に発刊予定。公文書の中身が住所の宛名とずれがあったので今後注意し

てもらうよう伝達。 
 ４）役員行動（東 直美公認会計士への相談）について 
   前回報告した県からの指摘事項を東公認会計士に相談。内容は特定費用準備資金の設定、配賦につい

て、日当等勘定科目についての 3 点。内容は大体大丈夫とのことで、今後 12 月中に県の医療政策課に報
告に行く予定。特定費用準備資金は 50 周年に 300 万円くらいを考える。現在 60 万円ほど積み立ててお
り、今年度、来年度 120 万円ずつ積み立てる計算。配賦については事務所費用、事務員給料、委員会や
役員行動、理事会なども可能ではないかということ。概算で 500 万円を超えて配賦できれば、指摘され
た件もクリアできる。シミュレーションをして 1 月に報告に行きたい。勘定科目について、役員報酬に
ついては総会決議が必要なので今後検討していきたい。当日運営費の引き上げ等も源泉が関わるので年
度内に決めていきたい。日程調整をしていく。 

５）キッズベースボールフェスタの報告について 

   10 月 13 日長崎県営野球場、27 日五島市中央公園野球場にて開催された。予算は約 50,000 円で日当とし
て高野連の方からビッグ N が 10,000 円、五島が 5,000 円と手違いがあった。高野連からは今後のサポー
トも期待する声が聞かれた。活動時に着用するポロシャツの所在が不明瞭。一旦事務局で管理し、所在
確認していく。 

 ６）災害リハ研修会（ＲＥＨＵＧ演習）について 
   11 月 30 日、12 月 1 日に標記研修会を行う。理事は 12 月 1 日の演習の方に参加を。11 月 30 日はファ

シリテーター養成研修となり、PT10 名、OT7 名、ST3 名が参加予定。各地区災害リハの委員を選定
中。 

（３）その他報告事項 
 １）推進リーダー研修について 

毎年講師をお願いしている井口先生が体調不良のため小泉副会長に代行をお願いする。 
２）管理運営研修会について 

2 月予に予定している管理運営研修会のファシリテーターを島原から 3 名お願いする。費用は座長枠とい
うことで 3,000 円とし、懇親会と宿泊費を負担する。また補正予算として提出。 

 ３）スポーツ運営担当者会議について 
11 月 30 日予定の JPTA のスポーツ運営担当者会議に三役と重松理事、大石理事が出席予定。 

 ４）大石理事の異動について 
大石理事が 1 月からこころ医療福祉専門学校の方で教員として働くことになった。 

 ５）政策検討委員について 
政策検討委員については山下副会長と田中理事が担当する 

 ６）連盟研修会について 
   11 月 18 日に長崎地区で開催予定。60 人まで参加可能なので周知していく。 
 ７）NPO 在宅ケアを支える診療所市民・全国ネットワーク全国の集い 2020in 長崎おおむら大会について 
   標記について前回理事会で会長預かりとしたが、日本医師会や日本理学療法士協会が後援していること

が分かり、当会でも後援することとする。 
 ８）中間監査について 
   11 月 28 日に中間監査を予定。三役から大山会長、井手副会長、小無田事務局長が出席予定。それまで

に各理事は定款に基づき役員行動を提出。 
 ９）次回理事会について 
   次回理事会は 1 月 10 日に予定。また、島原の介護認定審査会更新に伴う公募締め切りが 11 月 22 日。三

役に委ねる形とする。 
 １０）タイとの MOU について 

タイと MOU の話が出ている。タイも高齢化が進む中介護保険がなく、貧富の差も激しく日本よりも
厳しい状況。現地では小児の家族支援を望む声が大きい。長崎の特色が地域リハであることは説明し
ており、しばらく保留の状態。また、タイの国リハ施設のスタッフが日本で勉強したいという意向あ
り。 

 

 


